
 

 

 

 

 

 

 

３月 2 日（火）令和２年度第２回学校運営協議会が開催されました。  

但田勝義会長から挨拶を頂戴したのち、本校校長より新委員の野口修一声問小学校長へ辞令

が交付されました。  

はじめに、令和２年度学校評価の集計結果報告や、来年度

の経営方針についての説明が行われ、次いで熟議では、コロ

ナ禍で児童生徒に何ができるか、又はできそうか等につい

て、各委員にご意見を伺いました。  

 

○令和２年度学校評価報告  

・教職員では、「人権尊重」、「安心安全な学校づくり」、「指導に対する評価」、「公務員として

の服務規律の遵守」、保護者からは、「児童生徒の実態に合わせた授業改善の実施」、「人権尊

重」、「安心安全な学校づくり」が高く評価されました。  

・課題としては、教職員、保護者ともに「学校に関わる諸手続きや進路・福祉に関する情報提

供」、「近隣の学校、地域、関係機関との連携」、「地域とのつながり」、「ＰＴＡ活動の充実」が

上げられました。  

 

○学校経営方針  

・新たにグランドデザインを明示。  

・学校教育目標『人々とかかわりながら、社会で役割を担う元気な人を育てる』のもと、令和

３年度重点として、「創造的で協動的な組織体制を基盤とした最適な教育活動の実践と改善」

（キーワード：双方向）及び重点推進の視点「感情⇔行動⇔理解」が示されました。  

 

○熟議  

（学習面・交流）  

・コロナ禍による宿泊学習や見学旅行の中止から、ＩＣＴを活用した疑似体

験学習の実施。そのためには通信環境や機器を取扱う専門性が課題。  

・ICT が進むと、つながりが薄くなる。人と人とのつながりは何よりも大切。 

・作品等の物を通しての交流（美術作品等の交換展示）や、小中学校、高等

学校の様子や授業見学、企業からの作業委託などはどうか。  

（PTA）  

・例えばマラソン大会では、保護者の手伝いが不可欠。そのような活動があると良い。  

（その他）  

・情報発信としてメディアの活用（動画を使った学校便り、FM わっぴ～で生の声）。  

上記以外にも、多数のご意見を頂戴しました。誠にありがとうございました。  

＊令和３年度第１ 回学校運営協議会 は、６月上旬を予 定しています。  
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